
きもちがいいね♡ 

〇振り返り 

最近のばら組の子ども達は、イヤイヤ期の真っ盛りで、活発さも一段と出てきました。言葉も沢山増えたり、自分の思っていることを身振
りや手振りで保育者や友達に伝えることも増えてきています。子ども達が自分を出せる姿をみて、保育者も嬉しく感じている今日この頃で
す。友達がしていることを真似たり、一緒にすることを楽しんだりすることも増え、時には、思いが違ったり、友達が持っている物を奪お
うとして、けんかになったりすることもありますが、けんかをしていてもすぐに仲直りをして、遊び始める姿があったり、保育者よりも先
に、友達の頭を撫でて、慰めたりする場面も見られたりします。ばら組では、春から、四国中央市の心を育てる５つの目標の挨拶すること
に大切にしてきました。最近では、友達が登園してくると、「おはよう」と挨拶したり、お迎えがくると、「○○ちゃん お迎えきた

よー」と呼びかけ知らせたり、友達の家の人にも「こんにちは」「さようなら ばいばい」と積極的に挨拶ができるようになってきました。
顔や目を合わせての挨拶、言葉がまだ出なくても、お辞儀をしたりと一人ひとりの挨拶が心地よく感じます。家の方も、子ども達の目線に
合わせて、声をかけて下さることで、子ども達も挨拶することが楽しみの一つとなっているようです。先日、就学前人権・同和教育研修会
に参加して、就学前は人間形成の部分で大切であると学び、しっかりと正しいことを伝えていくことの大切さを再度、確認することができ
ました。クラスの先生とも研修で学んだことを話し合って、これからも５つの目標の挨拶だけでなく、子どもたちができることを取り組ん
でいきながら、心を育てる保育も大事にしていきたいと思います。（社会生活とのかかわり・言葉による伝え合い・豊かな感性と表現） 
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◎ねらい 自分の思ったことを言葉や身振り、手振りで伝えることを喜ぶ。 

避難訓練の話
を聞いている

よ 

楽しいな 

ばいばい 
タッチ  

一緒だね 


